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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、日本の伝統文化である武道としての剣道を海外に正しく紹介する目的のため、文
献による資料収集を行い、レキシコン情報の充実を図り、加えて情報技術を用いてデジタル型
マルチモーダル剣道用語レキシコンを構築する研究である。成果としては、剣道の名著・良書
を選定して剣道用語と定義文を選定したこと、基本所作を複数カメラにより見やすく撮影した
こと、この用語と動作映像を結合してマルチモーダル事典システムを構築したことである。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This research aimed to collect basic kendo terminology from important literature in 
the field of kendo, make lexical information rich enough to construct a kendo lexicon, 
and, finally, create a multimodal kendo database. This, we believed, would finally serves 
our ultimate purpose of showing people overseas interested in our culture the correct 
features of kendo, which is one kind of budo in the Japanese tradition.  
   As a result, we selected both technical terms and their definitions from great books 
in the field of kendo, which, arranged alphabetically as authorized pairs, made up a kendo 
lexicon. With more than one digital camera used at once, we also succeeded in taking motion 
pictures of important basic technical movements in the practice performed by high-ranked 
kendoists, and edited them as clear to the viewer as possible. And, finally, the 
combination of the terminology in the lexicon with those pictures led to a multimodal 
encyclopedic system.  
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、デジタル型剣道用語レキシコン
の構築を目指す基礎研究である。従来からあ
る剣道用語集の中で最も大きいのが『剣道和
英辞典』（全日本剣道連盟、2000）である。
これは海外で剣道を熱心に学びたいという
人々のために、難解であるとされる日本語表
現をできるだけ分かりやすくするために編
まれたものであり、彼らの母国語と日本語と
の橋渡しをする中間言語の英語で表現され
ている。しかし、日本語・日本文化の視点か
ら見た時、日本語の剣道用語レキシコンとし
て、図や写真も含まれているとはいうものの、
改善工夫の余地がまだ多分に残されている
ように思われる。その問題点を解決すべく、
文献による資料収集を行い、レキシコン情報
の充実を図り、加えて情報技術を用いてデジ
タル型マルチモーダル剣道用語レキシコン
を構築することは、日本の伝統文化である武
道・剣道を海外に正しく紹介する目的にも沿
う基礎研究となる大きな意義がある研究で
あると思われる。 
 剣道については、テキスト（文章・図・写
真）による解説はあるが、やはり表現に限界
があり正確に仕草の情報を伝えることは困
難である。通して見るには便利であるビデオ
の解説もあるが、自由にブラウズしたり検索
したりして、連続仕草の関係を見ることがで
きない。こうした弱点を補うべく、全剣連は
『竹刀--剣道の発展を支えた竹刀の歩み--』
(H16)や『時代を繋ぐ剣の道』(H16)等の剣道
文化資料や、『日本剣道形』（日本語版 H16、
英語版、H17）の DVD 版による情報メディア
の開発を始めているが、課題はまだたくさん
残されている。 
 従来の辞書は言語表現や図・写真によるも
のが主であったが、最近になって画像や音声
や映像を使ったマルチメディア辞書などが
増えてきた。しかし、これらの辞書の対象は
語彙レベルに留まっており、さらに深い内容
のレベルでの理解にまで踏み込んでいない。
日本の伝統文化であると同時に武道として
の剣道の精神や思想的な深いレベルを理解
するには、深い専門性を有する用語に含まれ
る意味やその歴史的な背景および文化的な
側面を研究して啓蒙的に解説し、これを辞書
化していくことが必要である。これを知識コ
ンテンツ技術によって実現していこうとす
るところに本プロジェクトの特色がある。 
 
２．研究の目的 
 本プロジェクトでは、剣道を題材とし、
剣道に関する理想的な用語レキシコン
の在り方を模索し、その基礎研究として
将来的に発展可能なサンプル用語レキ
シコンの構築を目指す。特に、日本の伝

統文化である剣道の所作や技などの身
体的なコンテンツとその背景にある意
味や文化などの精神的なコンテンツに
対して、マルチメディア技術と XML デー
タベースによる知識コンテンツ技術を
使って複合化し、デジタル型の剣道辞典
を設計・製作し、現代に継承されている
剣道を深いレベルにおいて捉えるとと
もに、情報技術による保存・活用・発展
を目指す（図１）。 

図１：研究概要図 
 
３．研究の方法 
 具体的には、現代剣道を解説する良書
を何冊か選択し、その内容を基礎資料と
して剣道用語レキシコンの設計・制作を
していく。 
 
(1)剣道の著作物は、従来から、その巻末に
索引が付されていない。その為用語検索や用
語の定義・解説文を集大成するという文化的
な業績がほとんど皆無である。本研究ではこ
のギャップを補うことが研究目的に向けた
大きな課題の一つである。剣道の大家の著作
---したがって深い洞察に富む---を何冊か
選びテキスト中の剣道用語と関係する定義
を選定し、データベース化に向けての基礎入
力作業を進める。また剣道における基本的な
所作--蹲踞、自然体、中段の構え、上段の構
え等---について撮影し、それらの用語の定
義または解説の本質的な理解を深めるため
の意味や背景や文化的側面について文献に
基づいて、精神的なコンテンツ保存のための
分析を行い、その要素を明らかにする。 
 
(2)剣道の映像を前後左右上の異なる方向か
ら複数カメラで撮影し、３次元の空間的な解
析により、動作の重要なポイントをより見や
すい方向から参照できるようにして、関連す
る映像に解説内容をタグ付けするオーサリ
ング支援技術を開発する。 
 
(3)事典について、XML データベースをベース



に、MPEG-7 を拡張してグローバル化（マルチ
言語化）に対応したデータベース・モデルを
設計する。 
 
(4)データベース・モデルに従い単純に単語
を検索するだけでなく、言葉の意味レベルで
の検索も行う機能を有する辞書システムを
設計・開発する。 
 
(5)最終的にデジタル型の剣道用語辞典コン
テンツを制作し広く流布し、日本伝統文化・
武道としての精神的な教育への貢献と世界
的な発展を目指す。 
 
 
４．研究成果 
 本研究は、日本の伝統文化である武道とし
ての剣道を海外に正しく紹介する目的のた
め、文献による資料収集を行い、レキシコン
情報の充実を図り、加えて情報技術を用いて
デジタル型マルチモーダル剣道用語レキシ
コンを構築することを目指す基礎研究であ
る。成果としては、大きく以下の３つである。 
 一つ目は、剣道用語やその定義や解説を採
取すべき対象とする剣道の名著・良書の最終
選定と収集を行い、剣道用語と定義文の選定
である。重要文献により剣道用語とその定義
解説文の採取を開始し、1,000 語以上の専門
用語と準専門用語を選定した。 
 二つ目は、剣道用語における基本所作の映
像撮影による映像資料の収集である。日本武
道修錬会（水戸本部）の直心影流の法定にお
ける基本動作---礼法、蹲踞、自然体、中段・
上段などの構え等、足の踏み方等について撮
影して資料を収集した。その際、３次元の空
間的な解析により見やすい方向からの映像
を参照できるように、異なる方向から複数カ
メラで撮影した。さらに、居合道範士八段・
山崎正博氏の全日本剣道連盟制定居合の演
武を異なる方向から複数カメラで撮影し、一
般的に行われてきた演武の正面撮影とは異
なる、３次元の空間的により見やすい方向か
らの映像を編集してデータベース化した。 
 三つ目は、収集した剣道形の映像と用語事
典とを結合したマルチモーダル・データベー
スのアーキテクチャをもとにして、データベ
ース化することにより、用語と動作映像のマ
ルチメディア構造の事典化、マルチ言語構造
のグローバル化に対応したマルチモーダル
事典システムを構築した。 
 最終的に、作成したマルチモーダル事典シ
ステムを限定的に視聴してもらい、国内の複
数の剣道関係者に評価をお願いして、構成・
編集等について質的な評言を聴取した。 
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